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生産性と価値創造とは!! 
 

経済や企業を発展させるためには、生産性の向上が不可欠です。生産性とは次の算式で表現されます。 

生産性 ＝ 
成 果 ( ア ウ ト プ ッ ト ＝ 価 値 創 造 ) 

作業量(インプット＝投入エネルギー) 

すなわち、生産性を成果と作業量のマトリックスから見ると次の通りです。 

  
Ａ Ｂ Ｃ 

成果向上 成果不変 成果減少 

(１) 作業量増大 生産性不変 生産性低下 生産性低下 

(２) 作業量不変 生産性向上 生産性不変 生産性低下 

(３) 作業量削減 生産性向上 生産性向上 生産性不変 

以上の内容をタイプ分けすると次の通りです。 

タ イ プ 内   容 

タイプ① 生産性向上 Ａ－(２)  Ａ－(３)  Ｂ－(３) 

タイプ② 生産性不変 Ａ－(１)  Ｂ－(２)  Ｃ－(３) 

タイプ③ 生産性低下 Ｂ－(１)  Ｃ－(１)  Ｃ－(２) 

生産性は、インプットとしての｢作業量｣とアウトプットとしての｢成果｣の２面から見ることができます。 

すなわち、インプットとしての｢作業量｣を削減することによる生産性の向上を｢合理化による生産性の向

上｣と言い、アウトプットの｢成果｣を向上させる生産性の向上を｢価値創造による生産性の向上｣と言います

(六車流：流通理論)。 

生産性の向上は、アウトプットとしての価値創造を伴う場合、企業の発展や経済の発展に貢献します。し

かし、生産性の向上それ自体は、アウトプットとしての価値創造がありません。すなわち、作業量を削減す

ることによる生産性の向上は企業の発展や経済の発展には直接的には貢献できません。ただし、一定の成果

を出すための作業量が削減されますので、合理化(作業量の削減によるコストの減少)は可能になります。 

生産性の向上は合理化によるものと価値創造によるものと２つが存在し、合理化による生産性の向上は、

売り手の生産性の向上であって買い手にとっては全く関係はありません。つまり、買い手の満足を高めるこ

とはなく、売り手の経費節約による生産性の向上です。しかし、もう１つの生産性の向上である価値創造は、

新たな価値の創造(顧客の満足度を高め、顧客の対価を向上させること)であるため、本当の意味の生産性の

向上となります。 

アメリカの 1993～2007 年までのバブル経済時において経済を牽引したのはＩＴ産業でした。ＩＴ産業は

ソフトとハードの両面を持った 21 世紀の画期的な技術を持つ花形産業です。当然ながらアメリカの経済発

展は価値創造に基づく生産性の向上によるものと思われていました。しかし、アメリカの経済成長は、1993

～2001 年まではＩＴバブル(ＩＴによる生産性の向上ではなく、ＩＴの金融化による生産性の向上)と 2001

～2007 年までは不動産と金融によるバブル経済であり、ＩＴは直接的には生産性の向上に役立っていませ

んでした。ＩＴの技術はすばらしいものであるがゆえに、作業量を飛躍的に減少させ、成果は一定でも作業

量を合理的にすることにより、物づくりをより速くより節約してつくることができるようになりました。し

かし、決して価値創造はできませんでした。逆に、ＩＴ企業は合理的に物づくりができるため、売値は低下

し、価値づくりのない合理化しかできませんでした。今、我々はＩＴを駆使して、単なる合理化から脱皮し

て、価値創造のできる段階に進歩しなければなりません。第１段階はＩＴの技術のモノマネ、第２段階はＩ

Ｔ技術による合理化、第３段階はＩＴ技術による価値創造へと進歩しなければなりません。 
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